
医療現場起点の
知財・薬事・事業化戦略

第6回医療機器開発に関する知的財産セミナー
中上級者向け

AMED令和3年度次世代医療機器連携拠点整備等事業
第39回医療機器開発全般セミナー

［講師略歴］北海道大学大学院修了。理学博士、MBA、技術士(生物工学)。
民間企業、北海道大、京都大、PMDA、AMED等を経て創業し現職。
(公財)がん研究会シニアアドバイザー、東京大・京都大・東京医歯大・筑波大の非常勤講師。

内海 潤 氏
ティア・リサーチ・コンサルティング合同会社 代表執行社員

講師：

お申込みフォーム

参加ご希望の⽅は、お申込みフォームまたはメールにて信州大学URA室までお申し込み下さい。
メールの場合、件名に「第39回医療機器開発全般セミナー申込み」と記載し、
①⽒名 ② 所属機関／会社名 ③所属部⾨・役職 ④メールアドレスを記載
のうえ、セミナー開始前までにお申し込みください。

参加方法

https://bit.ly/3p0N3IT

【お問合せ先】

信州大学 学術研究・産学官連携推進機構URA室 /信州メディカル産業振興会（担当：高橋、勝俣）
TEL: 0263-37-3421 FAX: 0263-37-3425 mail：smia@shinshu-u.ac.jp

オンラインセミナー

2022年 月 日 木 15:00～16:30

参加無料

主催：信州大学 学術研究・産学官連携推進機構，信州メディカル産業振興会(SMIA)
共催：JST共創の場形成支援プログラム(地域共創分野) 「患者と家族と医療従事者のライフデザインを実現するスマート在宅治療システム拠点」

本セミナーでは、民間企業、アカデミア、独立行政法人医薬品医療機器総合機構(PMDA)、国立研究開発法人日
本医療研究開発機構(AMED)など様々な立場で、創薬・医療機器等の知財・薬事・事業化に携わってこられた内海
潤⽒を講師にお招きして、医療現場のニーズに基づく開発の事例を、特に“知的財産”の作り⽅を中心に紹介し、事業
化のための視点とデジタルヘルス開発の留意点も加味してご講演いただきます。
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